
静止気象衛星2号（GMS－2）の打上げのため
に講じた対策の実施状況に関する審議について（案）

　　　　　　　　　　　　　Illj和55年11月191」

　　　　　　　　　　　　　宇宙匪発委負会　決定

牌56年脚～9月脈打上けが予定帥ている祉気繍
星2号（GMS－2）については、i｛日＝和52年7月に打ち上げら

れた蓄止気象衛墨（GHS）に打上げ後一部不具合が生じたこと及

び不衛星が昭和55年2月、静止軌道投入段階で不具合を生じた

実齪用静止通信衛星（EGS－b）以後最初に打ち上げられる静

止衛星であることに鐘み、次により翻査春譲を行うものとする・

t　書志開発事蒙団が不衛星の打上げのために構じた対策のうち・

　次の技術的事項に関する対策の実施状況について調査蓉議を行

　う。．

　①　スピン軸のずれ及びずれの変効

②可視．・赤外走査放射計の光電子増倍管の高圧電源“

　⑤　アポジモータ

　④衛星．構体系

2．　1．の調査審議は第四部会において行い、昭和56年4月末ま

　でに終えることを目途とする。
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宇宙開発委員会第四部会構成章

　　　　　　　　　　　　　紹和55年ユ1月

　　　　　　　　　　　　　　（50音ll険）
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．東京大学工学部教授
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注）　※印の専門委貴は、今回の調査縮義についてはぐ説明者

　　　として参加する。
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